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レッシン濃度が o ~200μU/mf の聞では効果と濃度の聞に直線的相関関係が認められた。さらに他の組
織で、パゾプレッシンの作用の second messenger であることが知られている cAMP についても検討
したところ， cAMP も水の流出の促進効果があり， 0~2mM'の濃度の間で効果と濃度の聞に直線
的相関関係のあることが認められた。
〔総括〕







進すること，その最小有効濃度が50μU/mf 以下であることおよび o ~200μU/mf の聞では効果と濃度
の聞に直線的相関関係があることを明らかにした。








2. 向上ホルモンによる頭蓋内圧の下降 (in vivo) 
3. 向上ホルモンによる髄液排法の促進 (in vivo 及び in vitro) 
4 .向上ホルモンのくも膜繊毛への結合 (in vivo ) 
5 .髄液排油機構にわけるサイクリック AMP の関与 (in vitro ) 
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